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執
行
委
員
会
は
、
今
村
聡
副
委
員

長
の
司
会
で
開
会
。

は
じ
め
に
横
倉
義
武
委
員
長
が
、

昨
年
末
に
急
逝
し
た
大
野
和
美
前
常

任
執
行
委
員
へ
の
哀
悼
の
意
を
表
し

た
の
ち
、
次
の
よ
う
に
挨
拶
し
た
。

「
本
日
は
ご
多
忙
の
な
か
、
執
行

委
員
会
に
ご
出
席
い
た
だ
き
感
謝
申

し
上
げ
る
。
昨
年
七
月
の
参
議
院
議

員
選
挙
に
お
い
て
、
古
川
俊
治
議
員

（
埼
玉
選
挙
区
）、武
見
敬
三
議
員（
東

京
選
挙
区
）、
羽
生
田
俊
議
員
（
全

国
比
例
区
）
へ
の
ご
支
援
に
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
他
の

選
挙
区
に
お
い
て
も
各
県
医
連
推
薦

候
補
者
の
支
援
活
動
に
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
、
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

さ
て
、
昨
年
末
に
決
定
さ
れ
た
平

成
二
十
六
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
つ

い
て
で
あ
る
が
、
厳
し
い
国
家
財
政

の
な
か
財
務
省
は
、
当
初
は
、
マ
イ

ナ
ス
五
％
程
度
の
大
幅
な
引
下
げ
の

方
針
で
あ
っ
た
。
し
か
し
全
国
の
医

師
連
盟
会
員
の
先
生
方
、
自
民
党
の

国
会
議
員
の
先
生
方
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
自
民
党
内
に
『
国
民
医
療

を
守
る
議
員
の
会
（
議
員
連
盟
）』

を
立
ち
上
げ
て
い
た
だ
き
、
診
療
報

酬
プ
ラ
ス
改
定
に
関
す
る
決

議
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
大

変
厳
し
い
改
定
を
考
え
て
い

た
財
務
省
・
官
邸
で
あ
っ
た

が
、
最
終
的
に
は
全
体
と
し

て
プ
ラ
ス
〇
・
一
％
で
決
着

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
薬

価
引
下
げ
分
を
勘
案
す
る

と
、
実
質
は
マ
イ
ナ
ス
一
・

二
六
％
と
な
り
、
極
め
て
厳

し
い
結
果
で
あ
っ
た
と
考
え

て
い
る
。
し
か
し
、
四
月
か

ら
の
消
費
増
税
補
填
分
に
つ

い
て
は
日
医
連
（
日
医
）
や

厚
労
省
の
主
張
が
百
パ
ー
セ

ン
ト
認
め
ら
れ
一
・
三
六
パ

ー
セ
ン
ト
と
な
っ
た
。今
後
、

補
填
分
に
つ
い
て
は
、
初
・

再
診
料
を
中
心
に
対
応
が
検

討
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。今

回
の
診
療
報
酬
改
定

は
、
四
月
か
ら
の
消
費
税
率

引
上
げ
と
同
時
期
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
国
民
負
担
を
増
や
さ

な
い
よ
う
に
と
の
政
府
の
強
い

意
向
等
が
あ
り
、
薬
価
引
下
げ

分
の
国
庫
へ
の
繰
り
入
れ
が
行

わ
れ
た
。
こ
れ
は
こ
の
よ
う
な

背
景
の
も
と
に
、
あ
く
ま
で
も

今
回
限
り
の
特
例
的
な
こ
と
と

受
け
止
め
て
い
る
。

大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
改
定
圧
力
を
押

し
戻
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
医
師

連
盟
活
動
の
成
果
で
あ
り
、
全
国
の

先
生
方
の
ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上

げ
る
。

ま
た
診
療
報
酬
と
は
別
枠
で
、
約

九
百
億
円
の
地
域
医
療
の
た
め
の
基

金
が
計
上
さ
れ
た
の
で
、
各
都
道
府

県
で
し
っ
か
り
と
し
た
医
療
提
供
体

制
を
整
備
す
る
こ
と
に
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る（
要
旨
）」

（
注　

診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て

は
二
月
十
二
日
、
中
医
協
か
ら
厚
労

大
臣
へ
答
申
が
行
わ
れ
た
。
医
科
に

お
け
る
消
費
増
税
対
応
に
つ
い
て
の

概
要
は
別
表
一
に
記
載
）

続
い
て
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た

古
川
俊
治
・
羽
生
田
俊
両
参
議
院
議

員
が
挨
拶
し
た
。

古
川
俊
治
参
議
院
議
員
挨
拶

「
参
議
院
議
員
選
挙
で
の
ご
支
援

に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今

国
会
で
は
医
療
法
の
改
正
が
行
わ
れ

る
が
、
問
題
の
多
い
提
案
も
あ
る
の

で
、
し
っ
か
り
と
医
療
現
場
の
実
情

が
反
映
さ
れ
る
よ
う
医
師
会
の
先
生

方
の
ご
意
見
も
伺
い
つ
つ
議
論
を
し

て
い
く
。
控
除
対
象
外
消
費
税
問
題

に
つ
い
て
は
、
税
率
一
〇
％
時
に
最

終
的
な
解
決
を
は
か
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
問
題
に
も
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
（
要
旨
）」

羽
生
田
俊
参
議
院
議
員
挨
拶

「
参
議
院
全
国
比
例
区
の
選
挙
に

お
い
て
は
、
全
国
の
連
盟
の
先
生
方

の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
通
常
国
会
で
は
、

全
国
の
先
生
方
の
ご
意
見
を
国
政
の

場
で
し
っ
か
り
と
発
言
を
し
て
参
り

た
い
。
ま
た
自
民
党
の
部
会
（
政
策

会
議
）
で
も
厚
生
労
働
部
会
を
中
心

に
医
療
政
策
に
つ
い
て
、
積
極
的
に

発
言
を
行
っ
て
い
く
の
で
、
引
き
続

き
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を
お
願
い
し

た
い
（
要
旨
）」

日
医
連
執
行
委
員
会
開
催　日本医師連盟は、1月21日、日医会館で執行委員会を開催した。

　「日医連役員等人事」「平成24年度収支決算」「平成26年度負担金基準
額」について審議を行い、全会一致で承認した。

日医連執行委員会で挨拶する横倉義武委員長　（１月21日）

診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て

（別表2）
平成24年度日本医師連盟収支決算報告書
期間収支計算書（平成24年4月1日～平成25年3月31日）（単位：円）

収　　入
負担金 1,030,076,000
特別会費 0
寄付金 0
その他収入　※銀行預金利子等 1,324,277
繰越金 1,695,245,968
合計 2,726,646,245

支　　出
経常経費（A）

（人件費、備品消耗品、事務所費等） 60,211,296

政治活動費（Ｂ） 1,212,023,579
・組織活動費 165,735,931
・選挙関係費 21,500,000
・機関紙誌発行その他の事業費 71,307,003
・調査研究費 249,405
・寄付交付金 953,231,240

支出計（Ａ＋Ｂ） 1,272,234,875
剰余金 1,454,411,370
合計（支出計＋剰余金） 2,726,646,245

負担金未収入金
平成23年度分 9,084,000
平成22年度分 5,160,000
合計 14,244,000

（別表1）消費税8％への引上げに伴う対応の概要
医科診療報酬

（出典　平成26年度診療報酬改定の概要　2014年2月11日版（厚生労働省保険局医療課））

現　行
初診料 270点
再診料 69点
外来診療料 70点
入院基本料

（有床診療所入院基本料を含む。）
特定入院料
短期滞在手術基本料

各点数

【個別項目】
外来リハビリテーション診療料1 69点
外来放射線照射診療料 280点
在宅患者訪問診療料1 830点

改定後
（改）初診料 282点（＋12点）
（改）再診料 72点（＋3点）
（改）外来診療料 73点（＋3点）
（改）入院基本料
        （有床診療所入院基本料を含む。）
（改）特定入院料
（改）短期滞在手術基本料

平均的に
＋2％程度
上乗せ

【個別項目】
（改）外来リハビリテーション診療料1 72点（＋3点）
（改）外来放射線照射診療料 292点（＋12点）
（改）在宅患者訪問診療料1 833点（＋3点）

（　）内は消費税対応分

（
二
面
に
つ
づ
く
）
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【
日
医
連
役
員
等
人
事
に
つ
い
て
】

議
事
に
移
り
、
日
医
連
役
員
等
人

事
に
つ
い
て
、横
倉
委
員
長
か
ら「
昨

年
十
月
の
日
医
臨
時
代
議
員
会
に
お

け
る
、
役
員
の
補
充
選
任
や
都
道
府

県
医
師
連
盟
か
ら
の
執
行
委
員
変
更

等
に
伴
い
一
部
の
役
員
・
執
行
委
員

等
の
変
更
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ

る
」
と
説
明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

○
新
任

松
原
謙
二
副
委
員
長

小
森
貴
常
任
執
行
委
員（
前
参
与
）

・
茨
城
、
群
馬
、
神
奈
川
、
兵
庫
の

日
本
医
師
連
盟
は
、
一
月
二
十
一

日
、
日
医
会
館
で
常
任
執
行
委
員
会

を
開
催
し
た
。

当
日
は
「
日
医
連
役
員
等
人
事
」、

「
平
成
二
十
四
年
度
収
支
決
算
」、「
平

成
二
十
六
年
度
負
担
金
基
準
額
」
の

各
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
提

出
議
案
す
べ
て
が
全
会
一
致
で
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
承
認
さ
れ
た

議
案
は
、
同
日
午
後
開
催
の
日
医
連

執
行
委
員
会
に
上
程
さ
れ
た
。

二
月
十
一
日
、
第
二
回
「
日
医
連

医
政
活
動
研
究
会
」（
中
国
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
）
が
広

島
市
内
で
開
催

さ
れ
た
。
当
日

は
、
各
県
の
研

究
会
メ
ン
バ
ー

と
地
区
医
師
連

盟
役
員
等
約
百

名
が
参
集
し

た
。
温ゆ

の

か

わ

泉
川

梅う
め
よ代
広
島
県
医

師
連
盟
常
任
執

行
委
員
の
司
会

で
開
会
。
は
じ

め
に
、
平
松
恵

一
広
島
県
医
師

連
盟
委
員
長
か

ら
、「
日
本
の

医
療
制
度
を
維

持
・
発
展
さ
せ

る
た
め
に
は
、

政
府
や
与
野
党

の
国
会
議
員
に

対
し
て
医
療
政
策
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
活
動
が
大

切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
医
政

活
動
の
重
要
性
を
会
員
の
先
生
方
に

ご
理
解
い
た
だ
き
積
極
的
に
参
加
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
医
師
会
と
医

師
連
盟
が
一
致
団
結
し
て
医
療
の
現

場
か
ら
国
政
を
動
か
し
て
い
け
る
よ

う
に
先
生
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
（
要
旨
）」

ま
た
、
松
原
謙
二
日
医
連
副
委
員

長
は
、「
医
療
政
策
は
、
患
者
や
医

療
従
事
者
を
は
じ
め
財
務
省
、
厚
労

省
、
企
業
経
営
者
、
労
働
団
体

平
成
二
十
五
年
度

第
二
回「
日
医
連
医
政
活
動
研
究
会
」

                  

ブ
ロ
ッ
ク
別
研
究
会
開
催

　

今
年
度
の
ブ
ロ
ッ
ク
別「
日
医
連
医
政
活
動
研
究
会
」が
、
二
月
十
一
日
の
中
国
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
を
皮
切
り
に
順
次
開
催
さ
れ
て
い
る
。
各
会
場
で
は
、
日
医
連
役
員
が
、
医

政
活
動
の
重
要
性
や
、
日
医
連
が
行
っ
て
い
る
日
常
の
政
治
活
動
（
陳
情
活
動
）
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
内
容
と
そ
の
成
果
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
の
解
説
を
行
い
、
若
手

医
師
の
医
政
活
動
へ
の
積
極
的
参
加
を
促
し
て
い
る
。
本
号
で
は
中
国
四
国
、
九
州
、

近
畿
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
会
の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

二
月
十
一
日

 

中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

（
当
番
県
　
広
島
県
医
師
連
盟
）

「日医連医政活動研究会」（中国四国ブロック）

参加者と意見交換を行うパネラー

日医連　常任執行委員会（１月21日）

各
県
で
執
行
委
員
の
交
代
。

○
退
任　
（　

）内
は
退
任
前
の
役
職

羽
生
田
俊
（
副
委
員
長
）

三
上
裕
司
（
常
任
執
行
委
員
）

大
野
和
美
（
常
任
執
行
委
員
）

【
平
成
二
十
四
年
度
収
支
決
算
】

平
成
二
十
四
年
度
収
支
決
算
に
つ

い
て
、
川
島
龍
一
会
計
責
任
者
が
配

付
資
料
に
基
づ
き
収
支
内
容
の
説
明

と
報
告
を
行
っ
た
（
一
面
　

別
表
二

参
照
）。

こ
れ
を
受
け
、
沖
田
信
光
会
計
監

督
者
が
「
平
成
二
十
四
年
度
収
支
決

来
年
度
負
担
金
基
準
額
は 

　
　
　
　
　
　
　 

今
年
度
と
同
額
で
決
定

【
平
成
二
十
六
年
度
負
担
金
基
準
額
】

平
成
二
十
六
年
度
負
担
金
基
準
額

に
つ
い
て
、
今
村
副
委
員
長
が
、「
平

成
二
十
五
年
度
と
同
様
に
一
連
盟
会

員
あ
た
り
二
万
円
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
の
で
、
執
行
委
員
の
先
生
方

の
ご
承
認
を
お
願
い
し
た
い
」
と
提

案
し
た
。

審
議
の
結
果
、
平
成
二
十
六
年
度

負
担
金
基
準
額
は
原
案
ど
お
り
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

最
後
に
横
倉
委
員
長
か
ら
「
日
常

の
医
師
連
盟
活
動
に
つ
い
て
は
、
本

日
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
よ
り
い
っ
そ
う
政
治
活
動

や
医
政
の
重
要
性
を
多
く
の
先
生
方

に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
な
日
常

活
動
を
展
開
し
て
参
る
の
で
、
引
き

続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と

挨
拶
が
あ
り
執
行
委
員
会
は
閉
会
し

た
。

算
に
つ
い
て
会
計
監
査
を
行
っ
た
結

果
、
適
正
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
」
と
報
告
し
た
。

収
支
決
算
に
関
連
し
、
執
行
委
員

か
ら
次
の
よ
う
な
意
見
が
述
べ
ら
れ

た
。「繰

越
金
が
か
な
り
の
額
に
上
っ

て
い
る
。
選
挙
以
外
で
も
勉
強
会
な

ど
連
盟
の
会
合
を
開
催
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
会
員
の
先
生
に
収

支
決
算
の
説
明
を
行
う
と
、
会
費
を

少
し
安
く
し
て
ほ
し
い
、
都
道
府
県

へ
の
交
付
金
を
増
や
し
て
ほ
し
い
、

と
い
う
意
見
が
出
る
の
だ
が
・・（
岡

山
県
）」

こ
れ
に
対
し
川
島
会
計
責
任
者

は
、「
本
日
ご
説
明
し
た
収
支
報
告

は
、
平
成
二
十
四
年
度
（
平
成
二
十

四
年
四
月
～
平
成
二
十
五
年
三
月
）

の
も
の
で
あ
り
、
平
成
二
十
五
年
七

月
の
参
議
院
議
員
選
挙
関
連
費
用
に

つ
い
て
は
、
そ
の
大
半
が
計
上
さ
れ

て
い
な
い
。
平
成
二
十
五
年
度
末
で

は
繰
越
金
も
減
少
す
る
見
込
み
で
あ

る
」
と
説
明
し
た
。

日
医
連
の
日
常
の
活
動
に
つ
い
て

は
、
今
村
副
委
員
長
か
ら
次
の
よ
う

な
説
明
が
あ
っ
た
。

「
日
医
連
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
か
を
多
く
の
先
生
方
に

ご
理
解
い
た
だ
き
、
医
政
活
動
の
重

要
性
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
け
る

よ
う
、『
日
医
連
医
政
活
動
研
究
会
』

を
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
開
催
し
て
い
る
。

こ
の
研
究
会
を
県
単
位
や
郡
市
区
医

師
連
盟
の
単
位
で
開
催
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
日
常
的
な
活
動
に
資
金
を
有
効
に

活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
引

き
続
き
日
医
連
活
動
へ
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
た
い
（
要
旨
）」

審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
で
平
成

二
十
四
年
度
収
支
決
算
を
承
認
し

た
。

日医連　執行委員会　（１月21日）

松
原
謙
二
日
医
副
会
長
が 

                      

日
医
連
副
委
員
長
に
就
任

（
一
面
よ
り
）

←
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医
師
連
盟
副
委
員
長
、
平
安
明
医
政

活
動
研
究
会
副
幹
事
長
）
に
よ
り
研

究
会
が
進
め
ら
れ
た
。
は
じ
め
に
、

宮
城
信
雄
沖
縄
県
医
師
連
盟
委
員
長

が
挨
拶
を
行
い
、
次
の
よ
う
に
述
べ

た
。「本

日
は
、
日
医
の
医
療
政
策
等

に
関
す
る
講
演
が
行
わ
れ
る
が
、
そ

の
実
現
の
た
め
に
、
政
治
家
へ
の
陳

情
活
動
（
政
治
活
動
）
の
重
要
性
を

認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
郡
市
区

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
害
関
係

者
が
い
る
。
医
師
も
力
を
ひ
と
つ
に

し
て
政
治
的
な
力
を
も
た
な
く
て
は

私
た
ち
の
考
え
る
医
療
政
策
を
実
現

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
地
域

の
国
会
議
員
を
応
援
し
て
、
何
か
あ

れ
ば
国
会
で
発
言
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
関
係
を
築
く
こ
と
も
大
切
で

あ
る
。
先
生
方
に
は
、
何
が
国
の
政

策
を
動
か
す
の
か
を
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
（
要
旨
）」
と
述
べ
、
医
政

活
動
へ
の
参
加
と
組
織
の
団
結
の
重

要
性
を
訴
え
た
。

講
演
の
部
で
は
、
高
杉
敬
久
日
医

連
常
任
執
行
委
員
か
ら
『
医
療
介
護

の
改
革
の
方
向
』
と
題
し
て
、「
医

政
活
動
に
つ
い
て
」、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環

太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）問
題
」、「
医

療
に
関
す
る
規
制
緩
和
の
問
題
点
」、

「
平
成
二
十
六
年
度
診
療
報
酬
改

定
」、「
医
療
法
改
正
に
つ
い
て
」
の

講
演
が
行
わ
れ
た
。

引
き
続
い
て
、
自
民
党
副
幹
事
長

の
寺
田
稔
衆
議
院
議
員（
広
島
五
区
）

か
ら
『
医
療
に
関
す
る
税
制
に
つ
い

て
』
の
講
演
が
あ
り
、
控
除
対
象
外

消
費
税
問
題
の
解
決
策
に
つ
い
て
、

①
課
税
化
ゼ
ロ
税
率
方
式
、
②
非
課

税
・
個
別
申
告
還
付
方
式
の
二
案
に

つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
あ
り
、
寺
田

議
員
は
、
②
の
還
付
方
式
が
望
ま
し

い
と
解
説
し
た
。
ま
た
、「
医
療
法

人
の
医
業
経
営
に
関
わ
る
相
続
税
納

税
猶
予
等
の
特
例
措
置
」
創
設
に
つ

い
て
も
制
度
説
明
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
の
ち
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
、
寺
田
議
員
、
松
原
副
委

員
長
、
高
杉
常
任
執
行
委
員
、
平
松

広
島
県
医
連
委
員
長
、
豊
田
秀
三
広

島
県
医
連
副
委
員
長
が
参
加
者
と
熱

の
こ
も
っ
た
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

研
究
会
終
了
後
、
懇
親
会
が
行
わ

れ
、
寺
田
議
員
を
含
め
参
加
者
ら
の

間
で
さ
ら
な
る
議
論
が
展
開
さ
れ

た
。

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
平
成
二

十
五
年
度
・
第
二
回
「
日
医
連
医
政

活
動
研
究
会
」

が
、
去
る
三
月

一
日
に
那
覇
市

内
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。
九

州
八
県
か
ら
研

究
会
メ
ン
バ
ー

と
沖
縄
県
医
師

連
盟
役
員
・
若

手
医
師
連
盟
会

員
等
多
数
が
参

加
し
、
研
究
会

に
お
い
て
医
政

活
動
の
重
要
性

や
政
策
等
に
つ

い
て
講
演
が
行

わ
れ
た
。

当
日
は
、
玉

井
修
沖
縄
県
医

師
連
盟
常
任
執

行
委
員
（
医
政

活
動
研
究
会
幹
事
長
）
の
司
会
の
も

と
、
座
長
二
名
（
安
里
哲
好
沖
縄
県

に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
研
究
会

を
開
催
し
て
い
た
だ
き
、
会
員
の
先

生
方
に
さ
ら
な
る
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
た
い
（
要
旨
）」。

引
き
続
き
、
講
演
の
部
に
移
り
、

次
の
四
名
の
先
生
方
か
ら
講
演
が
あ

っ
た
（
記
載
は
講
演
順
）。

【
今
村
聡
日
医
連
副
委
員
長
】

今
村
副
委
員
長
は
、『
税
制
と
医

政
活
動
』と
題
し
、消
費
税
率
ア
ッ
プ

を
目
前
に
し
て
の
医
療
政
策
と
医
政

活
動
の
具
体
策
等
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
、最
後
に
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
今
回
の
診
療
報
酬
改
定
に
お
い

て
も
そ
う
だ
が
、
医
療
政
策
課
題
の

実
現
に
つ
い
て
は
、
日
医
連
か
ら
与

党
で
あ
る
自
民
党
政
務
調
査
会
や
税

制
調
査
会
等
へ
の
働
き
か
け
、
国
会

議
員
へ
の
陳
情
等
の
地
道
な
活
動
を

行
う
こ
と
が
、
政
府
与
党
の
政
策
決

定
に
大
き
く
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と

に
な
る
。
医
政
活
動
の
役
割
と
重
要

性
を
よ
り
多
く
の
先
生
方
に
浸
透
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
（
要
旨
）」。

【
羽
生
田
俊
自
民
党
参
議
院
議
員
】

羽
生
田
先
生
は
、『
今
後
の
医
療

政
策
に
つ
い
て
』
と
題
し
、
議
員
か

ら
見
た
医
政
活
動
に
つ
い
て
、
選
挙

活
動
や
国
会
活
動
を
中
心
に
語
っ

た
。

【
玉
城
信
光
沖
縄
県
政
策
参
与
・
沖

縄
県
医
師
連
盟
副
委
員
長
】

玉
城
先
生
は
、『
沖
縄
県
政
策
参

与
と
は
』
と
題
し
、
沖
縄
県
か
ら
医

療
分
野
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

等
を
述
べ
た
。

【
比
嘉
奈
津
美
自
民
党
衆
議
院
議
員
】

比
嘉
先
生
は
、『
沖
縄
科
学
技
術

大
学
院
大
学
を
中
心
と
し
た
知
的
ク

ラ
ス
タ
ー
形
成
に
つ
い
て
』と
題
し
、

大
学
院
大
学
や
ゲ
ノ
ム
解
析
等
の
医

療
技
術
の
位
置
づ
け
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
。

去
る
三
月
二
日
、
大
阪
市
内
の
ホ

テ
ル
で
、
平
成
二
十
五
年
度
・
第
二

回
「
日
医
連
医
政
活
動
研
究
会
（
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
）」
が
開
催
さ
れ
、
会

場
は
二
百
名
を
超
え
る
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
の
会
員
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。
研

究
会
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
当
番
県
の
田
村

公
之
和
歌
山
県
医
師
連
盟
副
委
員
長

の
司
会
で
始
ま
り
、
ま
ず
寺
下
浩
彰

和
歌
山
県
医
師
連
盟
委
員
長
よ
り
、

「
長
期
低
落
傾
向
に
あ
っ
た
日
医
連

の
政
治
活
動
も
、
先
般
の
羽
生
田
候

補
の
当
選
に
よ
り
何
と
か
一
息
つ
い

た
感
じ
で
あ
る

が
、
こ
れ
か
ら

も
、
よ
り
強
い

日
医
連
を
つ
く

る
べ
く
努
力
し

て
い
き
た
い
」

と
の
挨
拶
が
あ

っ
た
。
引
き
続

き
行
わ
れ
た
講

演
で
は
、
ま
ず

羽
生
田
俊
参
議

院
議
員
が
『
今

後
の
医
療
政
策

に
つ
い
て
（
国

政
に
お
け
る
政

策
決
定
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
）』

の
講
演
を
行
っ

た
。
そ
の
な
か

で
、
同
氏
か
ら

「
自
分
の
政
治

活
動
の
基
本
は
、
い
か
に
国
民
皆
保

険
を
守
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

具
体
的
に
は
、
①
公
的
な
医
療
給
付

範
囲
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
す
る

こ
と
、
②
混
合
診
療
を
全
面
解
禁
し

な
い
こ
と
、
③
営
利
企
業
を
医
療
機

関
経
営
に
参
入
さ
せ
な
い
こ
と
で
あ

る
。
す
べ
て
の
人
に
優
し
い
医
療
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
、
全
力
で
邁
進

し
て
い
き
た
い
」
と
の
力
強
い
発
言

が
あ
っ
た
。

次
に
、
松
原
謙
二
日
医
連
副
委
員

長
が
『
医
政
活
動
の
意
義
』
と
題
し

て
講
演
を
行
っ
た
。
松
原
副
委
員
長

は
、「
今
次
診
療
報
酬
改
定
は
、
当

初
か
ら
財
務
省
は
マ
イ
ナ
ス
改
定
を

強
く
主
張
し
、
そ
れ
を
受
け
て
、
総

理
大
臣
や
財
務
大
臣
を
中
心
と
し
た

官
邸
筋
、
厚
労
大
臣
等
の
関
係
省
庁

大
臣
さ
ら
に
は
自
民
党
三
役
へ
繰
り

返
し
陳
情
活
動
を
展
開
。
併
せ
て
自

民
党
の
「
国
民
医
療
を
守
る
議
員
の

会
（
三
百
二
十
名
）」
等
の
議
員
連

盟
を
結
成
し
て
い
た
だ
き
、
官
邸
筋

等
へ
の
各
種
の
働
き
か
け
を
行
っ
て

い
た
だ
い
た
結
果
、
今
次
診
療
報
酬

改
定
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
医
政
活
動
の
基
本
は
、
地

区
医
師
会
が
有
力
な
与
党
の
政
治
家

と
接
触
を
持
ち
、
そ
れ
ら
の
政
治
家

を
育
て
、
永
田
町
で
大
き
な
政
治
力

を
発
揮
し
て
も
ら
え
る
よ
う
関
係
を

構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
」と
述
べ
た
。

「
講
演
会
」
は
あ
っ
と
い
う
間
に

終
了
し
、
参
加
者
に
は
講
師
の
熱
い

思
い
が
伝
わ
っ
て
い
た
。
引
き
続
い

て
開
催
さ
れ
た
「
懇
親
会
」
も
羽
生

田
参
議
院
議
員
と
松
原
日
医
連
副
委

員
長
を
囲
み
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち

に
終
了
し
た
。

「日医連医政活動研究会」（近畿ブロック）

挨拶する寺下浩彰和歌山県医師連盟委員長

三
月
一
日

 

九
州
ブ
ロ
ッ
ク（

当
番
県
　
沖
縄
県
医
師
連
盟
）

三
月
二
日

 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク（当

番
県
　
和
歌
山
県
医
師
連
盟
）

質問する参加者

そ
の
の
ち
、
参
加
者
全
員
を
対
象

に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
地
域
包
括

ケ
ア
や
在
宅
医
療
の
あ
り
方
等
の
具

体
的
な
医
療
政
策
に
つ
い
て
闊
達
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

研
究
会
終
了
後
、
懇
親
会
が
行
わ

れ
、
参
加
者
ら
の
間
で
引
き
続
き
意

見
が
交
わ
さ
れ
た
。

「日医連医政活動研究会」（九州ブロック）

→


